
質 疑 ・ 回 答 書 
 

令和 2 年 1 月 23 日 

 

発注番号  入札日 令和 2 年 1 月 29 日 

件 名 防災行政無線（同報系）デジタル化改修工事 

質問番号 質 疑 事 項 回 答 

１ 

３ 入札に参加する者に必要な資格  技
術者の配置「建設業法第２６条に基づく技術
者を配置できること」とありますが、国土交
通省では、発注工事の機器費の比重が高い場
合において、機器製作期間（現場施工が発生
しない為）と施工期間で配置（監理）技術者
の交代が可能となっています。本工事におい
ても同様に、事後申請の際に交代前提で、配
置技術候補者を複数申請させていただくこ
とは可能でしょうか？ 

技術者変更届を提出していただければ、変更
可能です。 

２ 

３ 入札に参加する者に必要な資格  施
工実績「ＡＲＩＢ（技術基準適合証明）ＳＴ
Ｄ－Ｔ１１５の無線機の整備を行ったこと
があること」とありますが、Ｔ１１５は、規
格化されて間もない為、入札参加可能な業者
が大幅に絞られます。ついては、２００３年
７月２９日に策定された当初の同報系規格
（高機能）であるＡＲＩＢ（技術基準適合証
明）ＳＴＤ－Ｔ８６の実績でも認めていただ
けませんでしょうか？ 

大東市事後審査型制限付一般競争入札実施
要領のとおりとする。 

３ 

「ＡＲＩＢ（技術基準適合証明）ＳＴＤ－Ｔ
１１５の無線機の整備を行ったことがある
こと」とありますが、ＡＲＩＢ ＳＴＤ－Ｔ
１１５規格は無線設備の機器使用に絡むも
のであり、改修工事の実績としてであれば、
「ＡＲＩＢ ＳＴＤ－Ｔ８６の無線機の整
備実績」も同等の実績としてお認め頂けます
でしょうか。 

実績については、大東市事後審査型制限付一
般競争入札実施要領のとおりとし、改修工事
も認める。 

４ 

参加条件の施工実績にＡＲＩＢ（技術基準適
合証明）ＳＴＤ－Ｔ１１５の無線機の整備を
行ったことがあることと記載がありますが、
ＳＴＤ－Ｔ１１５の無線機システムサービ
スが開始して施工が始まった時期が２年～
３年の為、施工中の案件（竣工予定：令和２
年３月）も可としていただけないでしょう
か。又は、ＳＴＤ－Ｔ８６の施工実績でも可
として頂けないでしょうか。 

大東市事後審査型制限付一般競争入札実施
要領のとおりとする。 

５ 

・入札実施要項の３ 入札に参加する者に必
要な資格の施工実績の欄に「ＡＲＩＢ（技術
基準適合証明）ＳＴＤ－Ｔ１１５の無線機の
整備を行ったことがある」と御座います。 
変調方式が新方式となる無線機の施工実

績が必要と解釈いたしますが、昨年度より採
用の新方式となるため、弊社にこの実績はご
ざいませんが、入札への参加は可能でしょう
か。旧方式のＳＴＤ－Ｔ８６規格では多くの
実績は御座います。 

大東市事後審査型制限付一般競争入札実施
要領のとおりとする。 



６ 

発注仕様書 第４章 防災行政無線通信施
設機器構成 
３．子局設備機器構成（デジタル無線方式）
の欄に記載されている「鋼管柱」「スピーカ
ー」「屋外拡声子局」等には塗装色のご指示
が御座いませんが、塗装色のご指定はござい
ますか。 

原則、標準色とします。 

７ 

「実施要領 ３入札に参加する者に必要な
資格 施工実績」について 「ＡＲＩＢ（技
術基準適合証明）ＳＴＤ－Ｔ１１５の無線機
の整備を行ったことがある」と記載がありま
すが、整備は下請けでの納入でもよろしいで
しょうか？ 
もしくは、ＳＴＤ－Ｔ８６の施工実績でもよ
ろしいでしょうか？ 
Ｔ１１５とＴ８６は無線波の変調方式差異
はありますが施工方法や内容は同一です。 

大東市事後審査型制限付一般競争入札実施
要領のとおりとする。 

８ 

発注仕様書 Ｐ５ １システムの概要 
<なお、本仕様書は、製造メーカーによりシ
ステム構成が異なるため、同党の使用が達成
されていれば良いものとする> 
本仕様書に記載されている数値、機能自体に
特定メーカーに有利な仕様が多数あり、公平
な入札を阻害する内容となっています。 
弊社機器は運用に十分な機能を有しており
全国各地でも数多くの運用実績がございま
すので、詳細仕様につきましては、弊社標準
仕様での納入をお認め頂けませんでしょう
か。 

仕様書のとおりとする。 

９ 

発注仕様書 Ｐ５ １システムの概要 
<直流電源装置（既設流用）>既設置流電源装
置では、本事業の整備機器の電源要領を賄え
ないため、別途新しい直流電源装置を整備す
ることでもよろしいでしょうか。 

よろしい、ただし、変更契約の対象としな
いものとする。 

１０ 

発注仕様書 Ｐ５ １システムの概要 
<Ｊ-ＡＬＥＲＴの放送は、自動起動装置から
起動信号を受信してから緊急通報まで、４秒
程度で拡声通報が出来ること> 
特定メーカーの使用です。 
通信の確実性をより求められますので８秒
での運用をお認め頂けませんでしょうか。 

よろしい。 

１１ 

発注仕様書 Ｐ５ ２親局設備６０ＭＨｚ
無線送受信装置（既設アナログ、新設デジタ
ル） 
既設アナログについては、（１）～（３）項
のみが対象と考えてよろしいか。 

 よろしい。併用期間中はアナログ設備の運
用を考慮すること。 

１２ 

発注仕様書 Ｐ５ ２親局設備６０ＭＨｚ
無線送受信装置（既設アナログ、新設デジタ
ル） 
<屋外子局と復信連絡通話ができること> 
Ｐ１ ３ 適用規制（１０）総務省市町村デ
ジタル同報送信システム標準規格（ＡＲＩＢ
ＳＴＤ－Ｔ１１５）から逸脱した特定メーカ
ー仕様であり、将来の拡張性および個別受信
機の相互接続性等に影響がでる恐れがあり
ます。標準規格に準拠した親局設置と屋外子
局との単信連絡通話での運用をお認め頂け
ませんでしょうか。 

 単信連絡通話で相互通話ができれば良い
ものとする。 



１３ 

発注仕様書 Ｐ５ ２親局設備６０ＭＨｚ
無線送受信装置（既設アナログ、新設デジタ
ル） 
<本装置に装備された液晶タッチパネルにて
各種設定、保守操作および受信電界、ＢＥＲ
（ビットエラーレート）の表示を行えること
> 
液晶タッチパネルに限らず、付属操作器での
運用をお認め頂けませんでしょうか。 

 よろしい。ただし、変更契約の対象としな
いものとする。 

１４ 

発注仕様書 Ｐ６ ３ 連絡通話機能（デジ
タルについては追加機能） 
特定メーカーの仕様です。 
 ・アナログでの連絡通話は除外 
 ・子局番号、子局名称はいずれかの表示 
 ・不在着信履歴、留守番録音は除外 
上記での運用をお認め頂けませんでしょう
か。 

よろしい。 

１５ 

発注仕様書 Ｐ６ ３ 連絡通話機能（デジ
タルについては追加機能） 
<親局設備（操作点・高機能型遠隔制御装置）
と屋外制御装置間の複信通話> 
Ｐ１ ３．適用規制（１０）総務省市町村デ
ジタル同報通信システム標準規格（ＡＲＩＢ 
ＳＴＤ－Ｔ１１５）から逸脱した特定メーカ
の仕様であり、将来の拡張性および個別受信
機の相互接続性等に影響がでる恐れがあり
ます。 
標準規格に準拠した親局設備と屋外子局と
の単信連絡通話での運用をお認め頂けませ
んでしょうか。 

単信連絡通話で相互通話ができれば良い
ものとする。 

１６ 

発注仕様書 Ｐ６ ３ 連絡通話機能（デジ
タルについては追加機能） 
＜親局と屋外拡声子局が連絡通話を行って
いる際、屋外拡声子局が送信中であっても屋
外拡声子局に対して、強制断が行えること。
＞ 
Ｐ１ ３．適用規則（１０）総務省市町村デ
ジタル同報通信システム標準規格（ＡＲＩＢ 
ＳＴＤ－Ｔ１１５）から逸脱した特定メーカ
の仕様であり、将来の拡張性および戸別受信
機の相互接続性等に影響がでる恐れがあり
ます。屋外拡声子局側に通信時間制限を設け
る事は可能ですので、本機能を削除頂けませ
んでしょうか。 

 よろしい。 

１７ 

発注仕様書 Ｐ６ ３ 連絡通話機能（デジ
タルについては追加機能） 
＜遠隔制御装置などを併設している局など
で、万一有線回線が切断されたときの緊急非
常時は屋外拡声子局からの連絡通話機能を
利用して親局設備へ放送内容を録音し、予め
指定したグループ等へ折り返し通報ができ
ること。＞ 
特定メーカの仕様です。弊社には本機能はご
ざいませんので削除頂けませんでしょうか。 

 よろしい。 

１８ 

発注仕様書 Ｐ６ ４ 個別受信（モニター
用） 
＜有線が切れた場合は無線での受信に切替
わり、予め設定した周波数に対して自動的に
受信切替する機能を有すること。＞ 
特定メーカの仕様です。外部アンテナを取り
外した際に、付属ロッドアンテナで受信を行
うことでの運用をお認め頂けませんでしょ
うか。 

 よろしい。 



１９ 

発注仕様書 Ｐ６ ４ 個別受信（モニター
用） 
＜録音可能時間は６０分程度、録音件数は１
２０件程度＞ 
特定メーカの仕様です。４０分、８０件での
運用をお認め頂けませんでしょうか。 

 よろしい。 

２０ 
発注仕様書 Ｐ６ ４ 個別受信（モニター
用） 
各スイッチの名称は各社の名称をお認め頂
けませんでしょうか。 

 よろしい。 

２１ 

発注仕様書 Ｐ６ ４ 個別受信（モニター
用） 
＜周囲の空間を照らす照明用ＬＥＤを具備
し、手動ＯＮ／ＯＦＦに加え、停電時は一定
時間照明用ＬＥＤを自動的に点灯し、緊急通
報受信時には照明用ＬＥＤが自動点滅する
こと＞ 
特定メーカの仕様です。停電時のＬＥＤ状態
表示は行えますので、本機能を削除頂けませ
んでしょうか。 

 よろしい。 

２２ 

発注仕様書 Ｐ６ ５ 高機能型遠隔制御
装置（大東四條畷消防本部内設置） 
＜１０インチ以上の  タブレット型＞ 
＜操作卓と同一の機能・操作画面を有し、操
作方法にもついて同様のものとすること＞ 
特定メーカの仕様です。通報に関する運用に
支障はありませんので、操作卓との機能・画
面・操作方法等の差異をお認め頂けませんで
しょうか。 

 よろしい。 

２３ 

発注仕様書 Ｐ６ ５ 高機能型遠隔制御
装置（大東四條畷消防本部内設置）＜５）遠
隔制御装置ごとに通報の優先順位の設定が
でき、高レベルの優先順位が設定された遠隔
制御装置は、他の卓や遠隔制御装置が通報中
でも割り込んで通報することができること> 
特定メーカの仕様です。 
緊急通報の優劣を決める事は困難ですので、
通常放送への割り込み通報機能実装による
運用をお認め頂けませんでしょうか。 

 よろしい。 

２４ 

発注仕様書 Ｐ６ ５ 高機能型遠隔制御
装置（大東四條畷消防本部内設置） 
<本装置から音声合成用のテキストを入力・
登録できるものとし、本装置で入力・登録し
たテキストは既設の操作卓からでも放送で
きるものとする>  
特定メーカの仕様です。 
既設を含め操作卓とのテキスト共用機能は
ございませんので、単独での音声合成機能で
お認め頂けませんでしょうか。 

よろしい。 

２５ 

発注仕様書 Ｐ８ ６屋外拡声子局 
<アンサーバック実装の屋外子局は親局と高
機能型遠隔制御装置との複信連絡通話が可
能であること> 
Ｐ１ ３．適用規則（１０）総務省市町村デ
ジタル同報通信システム標準規格（ＡＲＩＢ 
ＳＴＤ－Ｔ１１５）から逸脱した特定メーカ
の仕様であり、将来の拡張性および戸別受信
機の相互接続性等に影響がでる恐れがあり
ます。標準規格に準拠した親局設置と屋外子
局との単信連絡通話での運用をお認め頂け
ませんでしょうか。 

 よろしい。 



２６ 

発注仕様書 Ｐ１４ （３）操作卓 ク 管
理制御部（ア） 
a 使用中 
b 他装置使用中 
c 呼出中 
d 音源選択可 
e 送信 
f 自動放送予告 
g 障害 
 
日常的な操作には影響ありませんが表示項
目細目、名称は各社で異なります。運用上支
障が無ければ、各社の項目での納入をお認め
頂けませんでしょうか。 
 

 よろしい。 

２７ 

発注仕様書 Ｐ１５ （３）操作卓 ク 管
理制御部（イ） 
<無線機の制御> 
具体的な項目の記載がありませんが、無線機
の現用装置および予備装置の切替など各社
対応可能な内容でよろしいでしょうか。 

 よろしい。 

２８ 

発注仕様書 Ｐ１５ （３）操作卓 ク 管
理制御部（ウ） 
<無線機の制御> 
具体的な項目の記載がありませんが、無線機
の現用装置および予備装置の異常監視など
各社対応可能な内容でよろしいでしょう
か。。 
 

 よろしい。 

２９ 

発注仕様書 Ｐ１５ （３）操作卓 ク 管
理制御部（ア） 
<機能全般> 
メーカーにより装置構成が異なるため、操作
卓や自動プログラム送出装置など他装置と
の組み合わせにより機能を実現することで
お認め頂けませんでしょうか。 

 よろしい。 

３０ 

発注仕様書 Ｐ１５ （３）操作卓 ケ 情
報自動配信装置 
<放送した内容（テキスト文、情報伝送媒体
各々の選択情報、防災無線選択呼出除法、放
送日時情報）を、情報自動配信装置毎に保存、
検索ができること> 
特定メーカの仕様です。操作卓にて放送履歴
一覧から内容を確認する運用でお認め頂け
ませんでしょうか。 

よろしい。 

３１ 

発注仕様書 Ｐ１５ （３）操作卓 ケ 情
報自動配信装置（ア） 
<保存内容は、 消去を保護することができ
ること> 
削除ボタンを押した場合に確認用のポップ
アップを表示するなど、１操作で消去されな
い仕組みでお認め頂けませんでしょうか。 

 よろしい。 

３２ 

発注仕様書 Ｐ１６ （３）操作卓 ケ 情
報自動配信装置（エ）ｃおよび（オ）ｂ 
<Ｊ-ＡＬＥＲＴ設備との連動により、震度や
気象警報等を自動で配信すること。なお、配
信する文章等については、事前に設定可能で
あり、運用開始後も容易に変更できるものと
し、想定外の放送を行う事前音声書換え及び
即時音声替えについても対応するものとす
る> 
事前音声書換え及び即時音声書換え方式の

 よろしい。 



配信内容について、納入当初に想定できない
ため、大東市様にご指定いただいた文章を事
前設定することでよろしいでしょうか。 

３３ 

発注仕様書 Ｐ１７ （３）操作卓 ケ 自
動プログラム送出装置（イ）a （ｆ）消去
不可設定 
<誤操作により重要なプログラム放送を消去
することを防ぐためプログラム毎に消去不
可設定> 
削除ボタンを押した場合に確認用のポップ
アップを表示するなど、１操作で消去されな
い仕組みでお認め頂けませんでしょうか。 

 よろしい。 

３４ 

発注仕様書 Ｐ１７ （３）操作卓 ケ 自
動プログラム送出装置（イ）ｂ表示形式 
毎月のカレンダー表示により、各週および各
日の登録状況を表示できますので、弊社の表
示形式でお認め頂けませんでしょうか。 

 よろしい。 

３５ 

発注仕様書 Ｐ１８ （３）操作卓 ケ 自
動プログラム送出装置（ウ）ｃ一時停止 
<録音中、再生中、一時停止を行えること> 
特定メーカの仕様です。 
使用頻度は著しく低いと推測されますので、
停止操作のみでお認め頂けませんでしょう
か。 

 よろしい。 

３６ 

発注仕様書 Ｐ１８ （３）操作卓 ケ 自
動プログラム送出装置（ウ） I 消去不可設
定 
<誤操作により重要なメッセージを消去する
ことを防ぐこと> 
削除ボタンを押した場合に確認用のポップ
アップを表示など、１操作で消去されない仕
組みでお認め頂けませんでしょうか。 

 よろしい。 

３７ 

発注仕様書 Ｐ１８ （３）操作卓 コ 自
動通信記録装置 （ア） 
<ただし、印刷用プリンタは既設流用とする> 
配線系統図よりネットワークプリンタとお
見受けしますが、プリンタのドライバは整備
時点で入手可能でしょうか。入手可能であれ
ば既設は流用不可となるため、更新をお認め
頂けませんでしょうか。 

 プリンタドライバは入手可能です。 

３８ 

発注仕様書 Ｐ１８ （３）操作卓 コ 自
動通信記録装置 （イ）e （ｄ） 
<捺印欄> 
無線業務日誌印刷時に捺印可能な余白があ
ればよろしいでしょうか。 

 よろしい。 

３９ 

発注仕様書 Ｐ１９ （３）操作卓 コ 自
動通信記録装置（イ）ｆ（a） 
<リアルタイムログリアルタイムにログ情報
を確認できること> 
保守員による動作ログ確認を行えますので、
操作画面上は操作時に最新の通信記録を表
示することでお認め頂けませんでしょうか。 
 

 よろしい。 



４０ 

発注仕様書 Ｐ１９ （４）操作卓周辺設備 
ア 電話応答装置（イ）a メッセージ数 
<１００件程度> 
特定メーカの仕様です。 
古い登録番組は自動削除も可能ですので２
０件でお認め頂けませんでしょうか。 

 メッセージ数は５０件以上とする。 

４１ 

発注仕様書 Ｐ１９ （４）操作卓周辺設備 
ア 電話応答装置（エ）a およびｂ 
<表示内容 放送時刻 放送元 放送時間> 
<利用状況 本装置の１日、１週間、または
１ヵ月の利用件数を表示すること> 
特定メーカの仕様です。 
操作卓や保守用ＰＣにて確認することでお
認め頂けませんでしょうか。 

 よろしい。 

４２ 

発注仕様書 Ｐ２０ （４）操作卓周辺設備 
イ 地図表示装置（イ）e 表示内容 
<地図データは複数枚を切替表示可能とする
> 
市内全域図、各地図拡大表示など、拡大・縮
小表示を行うことでよろしいでしょうか。 

 よろしい。 

４３ 

発注仕様書 Ｐ２０ （４）操作卓周辺設備 
エ Ｊ－ＡＬＥＲ接続設備（既設流用）（イ）
e（ｂ）同報無線装置インターフェース 
<音声出力 ５以上、０ｄＢｍ～－２０ｄＢ
ｍ、６００Ｑ平衡、音量調整機能付き> 
特定メーカの仕様です。 
本事業で整備する操作卓に接続可能であれ
ばよろしいでしょうか。 

 よろしい。 

４４ 

発注仕様書 Ｐ２２ ２ 遠隔制御装置設
備 （１）高機能型遠隔制御装置 
<全般> 
特定メーカの仕様です。 
Ｐ７の機能を 足できれば、各社の形状・ス
ペックでお認め頂けませんでしょうか。 

 よろしい。 

４５ 

発注仕様書 Ｐ２４（７）外部接続箱 イ 
消費電流 
<０．４Ａ以下（扉開時、ＳＰ拡声時）、８０
ｍＡ以下（扉閉時）> 
特定メーカの仕様です。 
屋外制御装置から給電可能であれば、各社の
スペックでお認め頂けませんでしょうか。 

 よろしい。 

４６ 

入札実施要領 Ｐ１ ３ 入札に参加する
者に必要な資格 施工実績 
<ＡＲＩＢ（技術基準適合証明）ＳＴＤ－Ｔ
１１５の無線機の整備を行ったことがある
こと> 
全国的に大多数の実績があるＡＲＩＢ Ｓ
ＴＤ－Ｔ８６の無線機の整備実績でも認め
ていただけませんでしょうか？ 

 大東市事後審査型制限付一般競争入札実
施要領のとおりとする。 

４７ 

仕様書 設計図面 
<空中線同軸ケーブルについて> 
仕様書では、スリープ：１０Ｄ－ＦＢ、３素
子：８Ｄ－ＦＢ、ダイボール：５Ｄ－ＦＢで
あり設計図では、スリーブ：ＥＭ－１０Ｄ－
２Ｅ、３素子：ＥＭ－８Ｄ－２Ｅ、ダイボー
ル：ＥＭ－５Ｄ－２Ｅとなっており、どちら
が正しいでしょうか。また、ＦＢの場合は、
エコケーブルが必要でしょうか。 

 設計図面のとおり。 
原則、エコケーブルを使用すること。 



４８ 

仕様書Ｐ５ 第３章 防災行政無線通信設
備の機能 １．システムの概要「操作卓１卓
でデジタル・アナログの区別なく操作管理で
きること。」の記載について 
既設メーカー以外は、操作卓１卓で緊急一
括、一括放送が可能となります。よろしいで
しょうか。 

 現在の運用（緊急一括、一括放送、グルー
プ放送、個別放送）を可能とすること。 

４９ 

仕様書Ｐ６ 第３章 防災行政無線通信設
備の機能４戸別受信機（モニター用）（１）「ま
た分割放送時にも、指定された分割番号での
呼び出しを受信できること」の記載について 
分割放送（時差放送）時も、緊急一括、一括、
グループ、群、個別の各呼出信号を受信しま
す。よろしいでしょうか。 

 現在の運用（緊急一括、一括放送、グルー
プ放送、個別放送）を可能とすること。 

５０ 

仕様書 Ｐ６ 第３章 防災行政無線通信
設備の機能 ４戸別受信機（モニター用）
（９）「再生のはじめに放送日時の音声ガイ
ダンスがあること。」の記載について 
 
再生時は録音した内容のみ再生します。よろ
しいでしょうか。 

 原則、仕様書のとおりとする。 

５１ 

仕様書 Ｐ１５ 第５章 機器単体仕様 
１親局設備機器 ケ 情報自動配信装置
（ア）テキスト入力操作 a 「エリアメー
ル、緊急速報メール、ツイッター」の記載に
ついて 
 
緊急速報（エリアメール）とツイッターの連
携は、ＡＳＰ業者経由での情報配信を想定し
ております。よろしいでしょうか。 

 よろしい。 

５２ 

仕様書 Ｐ１６ 第５章 機器単体仕様 
１親局設備機器 ケ 情報自動配信装置 
（エ）生活安全メール 「現在運用中のメー
ル配信サービスと連携を行い」の記載につい
て 
 
現在運用されているメール配信サービスの
業者の連絡先をご伝授願います。また、今回
防災行政無線連携で業者側にて発生する費
用（見積書）を開示願います。 

 生活安全メールは本仕様から除外する。現
在運用しているのは、エリアメールのみとな
ります。 

５３ 

仕様書 Ｐ１６ 第５章 機器単体仕様 
１親局設備機器 ケ 自動プログラム送出
装置（イ）プログラム編集「現在のプログラ
ム登録件数及びプログラム登録可能残り件
数が表示されること」の記載について 
 
現在のプログラム登録件数及びプログラム
登録可能残り件数は、表示しておりませんが
プログラム登録件数は、見やすいリスト表示
画面に項番にて件数確認可能です。よろしい
でしょうか。 

 よろしい。 

５４ 

仕様書 Ｐ１８ 第５章 機器単体仕様 
１親局設備機器 コ 自動通信記録装置
（ア）概要「印刷用プリンターは既設流用と
する」の記載について 
 
プリンターの耐用年数は、５年です。プリン
ターの新設をしてもよろしいでしょうか。 

 よろしい。ただし、変更契約の対象としな
いものとする。 



５５ 

Ｐ５ 第３章 １ 「親局設備には、監視制
御機能を付加し屋外拡声子局設備の監視及
び複信連絡通話機能を有すること。」 
Ｐ５ 第３章 ２ （７） 「屋外子局との
複信連絡通話」 
Ｐ５ 第３章 ３ （２） 「ア 親局設備
（操作卓・高機能型遠隔制御装置）と屋外制
御装置間の複信通話」 
Ｐ８ 第３章 ６ （１０） 「アンサーバ
ック実装の屋外子局は親局と高機能型遠隔
制御装置と複信連絡通話が可能であること」 
とありますが、通話機能は単信でもよろしい
でしょうか。 
４値変調方式（ＱＰＳＫ方式）での複信通話
は特定メーカーの仕様です。 

 単信連絡通話で相互通話ができれば良い
ものとする。 

５６ 

Ｐ５ 第３章 ２ （８）「パソコンなどの
保守機器を接続することなく本装置に装備
された液晶タッチパネルにて各種設定、保守
操作および受信電解、ＢＥＲ（ビットエラー
レート）の表示」とありますが、弊社では、
ノートパソコンを接続しての操作・表示とな
ります。設定・保守操作・各種測定について
は、保守作業時の操作のため運用に差し支え
ないとと考えます。本仕様でもよろしいでし
ょうか。 

 採用メーカの仕様で良いものとする。 

５７ 
Ｐ６ 第３章 ３ （１）「 者不在時は自
動的に１００件程度の不在着信の履歴表示」
とありますが、不在着信は直近の１件でも構
わないでしょうか。 

 １００件程度の不在着信の履歴表示が可
能で、不在着信の通知は、１件でもよいもの
とする。 

５８ 

ｐ６  第３章 ４（３）「有事の際、本機
を持ち出して避難することが可能であり、有
線が切れた場合は無線での受信に切替わり」
とありますが、有線とは、外部空中線との接
続のことであり、これが切れた場合はロッド
アンテナ等により戸別受信機単独で受信可
能である。という解釈でよろしいでしょう
か。 

 よろしい。 

５９ 

Ｐ１６ 第５章 １ （３）ケ（エ）「現在
運用中のメール配線サービスと連携を行い、
配信を行うものとする」とありますが、連携
先の改造費用は本工事請負範囲外と考えて
よろしいでしょうか。 

 よろしい。ただし、現在運用しているのは
エリアメールだけである。 

６０ 

「ＡＲＩＢ（技術基準適合証明）ＳＴＤ－Ｔ
１１５の無線機の整備」とありますが、ＡＲ
ＩＢ ＳＴＤ－Ｔ８６（市町村デジタル同報
通信システムの実績も認めて頂けませんで
しょうか。ＳＴＤ－Ｔ１１５は２０１５年に
策定されたもので、実績会社も限られており
ます。発注仕様書Ｐ５に記載あるとおり製造
メーカーも広く認めているため、施工実績の
ほうも配慮お願いいたします。 

 大東市事後審査型制限付一般競争入札実
施要領のとおりとする。 

６１ 
耐震トランスについての仕様の記載があり
ません。既設の直流電源装置の仕様が分かれ
ばある程度判断が付きますので、既設直流電
源装置の仕様のご提示をお願いします。 

出力：DC-48V 
停電保障：30 分以上 



６２ 

第１章 １１ 仕様書の疑義 
本仕様書は本施設に関する  を示したも
ので、疑義を生じた場合直ちに甲に連絡の
上、指示を受けるものとする。なお、仕様書
に示されていない事項であってもこれが当
然と認められる事項については、乙の責任に
おいて施工すること。 
 
仕入れ先（防災行政無線メーカ）を限定する
仕様が多数見受けられます。全国で納入・運
用実績を誇る防災行政無線メーカ標準仕様
製品採用・構築することでよろしいでしょう
か。 

 よろしい。 

６３ 

第３章 １ システムの概要 
親局設備は、アナログ送受信装置（既設）、
デジタル送受信装置、操作卓、直流電源装置
（既設流用）及び遠隔制御装置等でシステム
を構成し、支障なく動作すること。 
 
既設直流電源装置の詳細な仕様をお教えく
ださい。 

出力：DC-48V 
停電保障：30 分以上 

６４ 

第３章 １ システムの概要 
操作卓は、簡易な操作性を有し、一括集中制
御ができ、各種通報を円滑に行える装置であ
ること。また、デジタル波の整備が完了する
までアナログ波の平行運用が必要であるが、
操作卓１卓でデジタル・アナログの区別なく
操作を管理できること。 
 
仕入れ先(防災行政無線メーカ)を限定する仕
様となりますので使用の削除をお願いしま
す。工事期間中においては新旧操作卓をそれ
ぞれ操作する運用でご承諾をお願いします。 

 仕様書のとおりとする。 

６５ 

第３章 ２ 
（３）災害対応をする上で、運用が煩雑にな
らないよう、既設装置と以下に示すデジタル
装置を同一卓で運用できること。 
 
仕入れ先（防災行政無線メーカ）を限定する
仕様となりますので使用の削除をお願いし
ます。工事期間中においては新旧操作卓をそ
れぞれ操作する運用でご承諾をお願いしま
す。 

 仕様書のとおりとする。 

６６ 

第３章 ３ 
３．連絡通話機能（デジタルについては追加
機能） 
（１）屋外子局から操作卓への連絡通話着信
時、子局番号・子局名称をタッチパネルに表
示すること。また、扱者不在時は自動的に１
００件程度の不在着信の履歴表示を行い、同
時に留守番録音をすること。 
 
仕入れ先（防災行政無線メーカ）を限定する
仕様となりますので使用の削除をお願いし
ます。 

 仕様書と同等程度の機能を満たすこと。 

６７ 

第３章 ３ 
（２）デジタル波での受診の場合、以下の通
信が可能であること。 
ア 親局設備（操作卓・高機能型遠隔制御装
置）と屋外制御装置間の複信通話 
イ 下り回線、上り回線の通話相手を呼出指
定 
 
仕入れ先（防災行政無線メーカ）を限定する
仕様となりますので使用の削除をお願いし

 仕様書と同等程度の機能を満たすこと。 



ます。 

６８ 

第 3章-3 
 
(4) 遠隔制御装置などを併設している局な
どで、万一有線回線が切断された時の緊急非
常時は、屋外拡声子局からの連絡通話機能を
利用して親局設備へ放送内容を録音し、予め
指定したグループ等へ折り返し通報ができ
ること。 
 
仕入れ先（防災行政無線メーカ）を限定する
仕様となりますので仕様の削除をお願いし
ます。 

仕様書と同等程度の機能を満たすこと。 

６９ 

第 3章-6 
 
屋外拡声子局 
(10) アンサーバック実装の屋外子局は親
局と高機能型遠隔制御装置との復信連絡通
話が可能であること 
 
仕入れ先（防災行政無線メーカ）を限定する
仕様となりますので仕様の削除をお願いし
ます。 

仕様書と同等程度の機能を満たすこと。 

７０ 

第 5章-1 
 
(3) 操作卓 
ア 概要 
既設アナログ設備との並行運用を行いなが
らデジタル無線設備への更新を行うため、本
装置から新旧両設備（デジタル・アナログ）
の子局設備を１回の操作で同時に制御放送
できるものとする。 
 
仕入れ先（防災行政無線メーカ）を限定する
仕様となりますので仕様の削除をお願いし
ます。工事期間中においては新旧操作卓をそ
れぞれ操作する運用でご承諾をお願いしま
す。 

仕様書のとおりとする。 

７１ 

第 5章-2 
 
(1) 高機能型遠隔制御装置 
ア OS Windows10 pro 64 ﾋﾞｯﾄ 
イ 表示方法 ﾓﾆﾀｰ 10 ｲﾝﾁ以上(WUXGA) 
静電容量式ﾏﾙﾁﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ 

ウ 無線 LAN 無線 LAN 搭載 
エ ﾜｲﾔﾚｽ WAN ﾜｲﾔﾚｽ WAN ﾓｼﾞｭｰﾙ内蔵(LTE 
内蔵) 
オ ｻｳﾝﾄﾞ機能 PCM 音源(24 ﾋﾞﾂﾄｽﾃﾚｵ) 
ｲﾝﾃﾙ High Definition Audio 準拠,ﾓﾉﾗﾙｽﾋﾟ

ｰｶ 
カ ﾊﾞｯﾃﾘｰ駆動時間 約11時間(動作環境に
より変動) 

キ 頑丈性能 耐落下:70cm 以上 防塵・防
滴:IP65 準拠 耐振動:MIL-STD-810G 準拠 

ク 使用環境条件 温度:-10℃～50℃ 湿
度:30%RH～80%RH(結露なきこと) 

ケ 複数卓接続部 I/F 回線数:最大 1 回線 
回線条件:LAN 回線、LTE 回線、WiFi のいず

れか 
 

仕入れ先（防災行政無線メーカ）を限定する
仕様となりますので、採用する防災行政無線
メーカ標準仕様でもよろしいでしょうか。 
・表示方式:ﾓﾆﾀｰ 10 ｲﾝﾁ以上 

よろしい。 



・接続回線数:最大 1回線 

７２ 

第 5章-2 
 
(1) 高機能型遠隔制御装置 
ア OS Windows10 pro 64 ﾋﾞｯﾄ 
イ 表示方法 ﾓﾆﾀｰ 10 ｲﾝﾁ以上(WUXGA) 
静電容量式ﾏﾙﾁﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ 

ウ 無線 LAN 無線 LAN 搭載 
エ ﾜｲﾔﾚｽ WAN ﾜｲﾔﾚｽ WAN ﾓｼﾞｭｰﾙ内蔵(LTE 
内蔵) 
オ ｻｳﾝﾄﾞ機能 PCM 音源(24 ﾋﾞﾂﾄｽﾃﾚｵ) 
ｲﾝﾃﾙ High Definition Audio 準拠,ﾓﾉﾗﾙｽﾋﾟ

ｰｶ 
カ ﾊﾞｯﾃﾘｰ駆動時間 約11時間(動作環境に
より変動) 

キ 頑丈性能 耐落下:70cm 以上 防塵・防
滴:IP65 準拠 耐振動:MIL-STD-810G 準拠 

ク 使用環境条件 温度:-10℃～50℃ 湿
度:30%RH～80%RH(結露なきこと) 

ケ 複数卓接続部 I/F 回線数:最大 1 回線 
回線条件:LAN 回線、LTE 回線、WiFi のいず

れか 
 
消防本部から職員による肉声でのマイク放
送機能は不要となりますでしょうか。 

必要です。 

７３ 

仕様書全般 
 
特定メーカの仕様書と認識できます。P5「同
等の仕様が達成されていれば良いものとす
る。」と記載されていますが、同等の仕様＝
特定メーカに限られます。その為、各社の標
準仕様としてとしてよろしいでしょうか。 

仕様書のとおりとする。 

７４ 

第 3章-1 
 
デジタル波の装備が完了するまでアナログ
波の並行運用が必要であるが、操作卓 1 卓で
デジタル・アナログの区別なく操作を管理で
きること 
 
新操作卓、1 卓でデジタルとアナログ両方に
緊急一括と一括放送を実現することでよろ
しいでしょうか。 

１度の操作でデジタル、アナログ双方に放送
（緊急、一括、グループ、個別）を可能にす
ること。 

７５ 

第 3章-1 
 
J-ALERT の放送は、自動起動装置から起動信
号を受信してから緊急速報まで、4 秒程度で
拡声通報が出来ること 
 
「4 秒程度で拡声通報」は、デジタル化完了
後に実装することでよろしいでしょうか。 

よろしい。 

７６ 

第 3章-2 
 
(3) 災害対応をする上で、運用が煩雑にな
らないよう、既設装置と以下に示すデジタル
装置を同一卓で運用できること 
 
新操作卓に既設アナログと新設デジタルを
併設し、緊急一括と一括放送を実現すること
でよろしいでしょうか。 

１度の操作でデジタル、アナログ双方に放送
（緊急、一括、グループ、個別）を可能にす
ること。 



７７ 

第 3章-2 
 
(7) 本装置単独で緊急一括、一括、グルー
プ選択の音声通報、サイレンパターン選択に
よるサイレン通報、および屋外子局との復信
連絡通話ができること 
 
「復信連絡通話」は特定メーカの仕様となり
ます。ARIB 標準規格に準拠した連絡通話を実
現することでよろしいでしょうか。 

よろしい。 

７８ 

第 3章-2 
 
(8) パソコンなどの保守用機器を接続する
ことなく、本装置に装備された液晶タッチパ
ネルにて各種設定、保守操作および受信電
界、BER(ﾋﾞｯﾄｴﾗｰﾚｰﾄ)の表示を行えること。 
 
「パソコンなどの保守用機器を接続するこ
となく・・・」は特定メーカの仕様となりま
す。運用に支障のない接続となりますので、
保守用機器の接続をお認め頂けないでしょ
うか。 

よろしい。 

７９ 

第 3章-3 
 
(1) 屋外子局から操作卓への連絡通話着信
時、子局番号・子局名称をタッチパネルに表
示すること。また、操者不在時は自動的に 100
件程度の不在着信の履歴表示を行い、同時に
留守番録音をすること。 
 
「留守番録音」は特定メーカの仕様となりま
す。不在時着信履歴が確認できることでよろ
しいでしょうか。 

よろしい。 

８０ 

第 3章-3 
 
(4) 遠隔制御装置などを併設してる局など
で、万一有線回線が切断された時の緊急非常
時は屋外拡声子局からの連絡通話機能を利
用して親局設備へ放送内容を録音し、予め指
定した周波数に対して自動的に受信切替す
る機能を有すること。 
 
「連絡通話機能を利用した折り返し通報」は
特定メーカの仕様となります。公衆回線枠を
利用して放送内容を録音し、通報を行うこと
でよろしいでしょうか。 

よろしい。 

８１ 

第 3章-4 
 
(3) 有事の際、本機を持ち出して連絡する
ことが可能であり、有線が切れた場合は無線
での受信に切替わり、予め設定した周波数に
対して自動的に受信切替する機能を有する
こと。 
 
「有線による接続および無線への切り替わ
り」は特定メーカの仕様となります。防災用
の戸別受信機ですので、常時無線にて受信す
ることでよろしいでしょうか。必要でした
ら、モニター用スピーカ（有線接続）をご用
意いたします。 

将来的に大東市内全域に設置する戸別受信
機を見据えて記述しており、弱電界エリアに
はダイポールアンテナとの有線接続が必要
であるため、仕様書のとおりとする。 



８２ 

第 3章-5 
 
(2) 10 インチ以上の堅牢タブレット型端末
等 
 
「堅牢タブレット型端末」は特定メーカの仕
様となります。弊社の製品は、12 インチ以上
のノート型 PC の為、視認性、操作性に優れ
ております。同等機能を有していますので、
お認め頂けますでしょうか。 

よろしい。 

８３ 

第 3章-5 
 
(5) 遠隔制御装置ごとに通報の優先順位の
設定ができ、高レベルの優先順位が設定され
た遠隔制御装置は、他の卓や遠隔制御装置が
通報中でも割り込んで通報することができ
ること。 
 
「遠隔制御装置ごとに通報の優先順位の設
定」は特定メーカの仕様となります。任意の
遠隔制御装置に統制機を付与することで、優
先設定を行うことでよろしいでしょうか。 

よろしい。 

８４ 

第 3章-6 
 
(2) 本装置は非動作時に消費電力を低減す
るための回路が内蔵されており、待受け時に
おいて受信装置以外の機器は電源断の状態
にあり、親局からの通報が受信された場合、
自動的に電源が投入され、通報が終了すると
電源が断になること 
 
消費電力の低減方法は各社異なります。その
為、方式は限定せず、仕様書記載の停電保証
72 時間を満足することでよろしいでしょう
か。 

よろしい。 

８５ 

第３章防災行政無線通信施設の機能 
６．屋外拡声子局 
Ｐ８ 
 
（１０）アンサーバック実績の屋外子局は親
局と高機能遠隔制御装置との複信連絡通話
が可能であること 
 
複信連絡通話は特定メーカの仕様となりま
す。標準規格に準拠した連絡通話を実現する
ことでよろしいでしょうか。 

よろしい。 

８６ 

第３章防災行政無線通信施設の機能 
６．屋外拡声子局 
Ｐ８ 
 
（１４）親局からの放送内容を録音し、内容
を確認できること。 
 
子局にて放送履歴を確認できる機能を有す
ることでよろしいでしょうか。 

よろしい。 



８７ 

第５章機器単体仕様 
１．親局設備機器 
（３）操作卓 
Ｐ１１－１２ 
 
ア 概要 
既設アナログ設備との並行運用を行いなが
らデジタル無線設備への更新を行うため、本
装置から新旧両設備（デジタル・アナログ）
の子局設備を１回の操作で同時に制御・放送
できるものとする。 
 
新操作卓、一卓でデジタルとアナログ両方に
緊急一括と一括放送を実現することでよろ
しいでしょうか。 

１度の操作でデジタル、アナログ双方に放送
（緊急、一括、グループ、個別）を可能にす
ること。 

８８ 

第６章機器単体仕様 
１．親局設備機器 
（３）操作卓 
ケ 情報自動配信装置 
（エ）生活安全メール配信 
Ｐ１６ 
 
メール配信サービスの登録者に、市からの情
報を配信するものであること。現在運用中の
メール配信サービスと連携を行い、配備を行
うものとする。 
ａ住民等が自ら登録できることとし、受信す
る情報種別を選択できること。 
ｂ登録の削除は本人及び管理者も可能とす
ること。 
 
① 現在運用中のメール配信サービス連携先

の業者名、連絡先、仕様等をご教示くだ
さい。 

② ａ及びｂは運用中のメール配信サービス
の機能ということでよろしいでしょう
か。 

③ 当社推奨のメール配信事業者と連携する
ことでもよろしいでしょうか。 

生活安全メールは本仕様から除外する。現在
運用しているのは、エリアメールのみとなり
ます。 

８９ 

第６章機器単体仕様 
１．親局設備機器 
（３）操作卓 
ケ 情報自動配信装置 
（イ） プログラム編集 
Ｐ１７ 
 
ｈ表示形式 
（ａ）週間表示 
毎週の表示とし、プログラム（開始日時、及
びタイトル）を表示すること 
 
当社装置では、月齢カレンダー表示にて月、
週、日の表示が可能になっています。同等以
上の機能を有していますので、お認め頂けま
すでしょうか。 

よろしい。 

９０ 

第７章機器単体仕様 
２．遠隔制御装置設備 
Ｐ２２ 
 
（１）高機能型遠隔制御装置ア～ケ 
 
高機能型遠隔制御装置の機器仕様は特定メ
ーカの仕様と認識できます。Ｐ７ ５．高機
能型遠隔制御装置（大東四條畷消防本部内設
置）の機能を満足すれば、他社の仕様でよろ

よろしい。 



しいでしょうか。 

９１ 

図面 
 
図面番号１２ 
 
市役所、１０北条中学校の子局はダイポール
アンテナを使用することとなっていますが、
アンサーバック付きと理解してよろしいで
しょうか。その場合、アンサーバックの送信   
アンテナが無指向性となることを総通は了
承されていますでしょうか。 

アンサーバック付です。近畿総合通信局との

協議はこれからとする。 

９２ 

図面全般 
 
電源接続箱はオートリセットブレーカ付と
なっていますが、遮音器は不要と解釈してよ
ろしいでしょうか。 

設計図面のとおりとする。 

９３ 

図面全般 
 
子局設備に同軸遮音器が見当たりませんが、
不要と解釈してよろしいでしょうか。 

設計図面のとおりとする。 

９４ 

図面全般 
 
学校等の施設に設置する子局設備に外部接
続箱と電源接続箱が見当たりませんが、操作
部や落雷対策は不要と解釈してよろしいで
しょうか。 

設計図面のとおりとする。 

９５ 

図面全般 
 
学校等の設備に設置する子局設備のアンテ
ナですが、屋上の障害物に接近している局が
多く、ＶＳＷＲが電波法規格外となる可能性
があります。施工方法については協議の上変
更可能でしょうか。 

協議の上、決定するものとする。 

９６ 
強度検討に関して、支持柱を取付する建物側
の強度検討も受注者側になりますでしょう
か。検討済みでしょうか。 

検討済みです。 

９７ 
本整備に当たり、施工監理業者は付きますで
しょうか。 

工事監理業務を発注予定です。 

９８ 
機器製作中と工事着工以降、監理技術者を変
更することは可能でしょうか。 

技術者変更届を提出していただければ、変更

可能です。（原則、１回の変更で１人申請と

する） 

９９ 
戸別受信機（将来設置）とありますが、設置
する場合、最大何台を設置を予定されますで
しょうか。 

未定です。 



１００ 

工事費内訳の費目について、設計書に基づい
て各甲種を記入してくださいとあります。参
考数量に基づいて、電気通信工事一式でよろ
しいでしょうか。 

費目については、工事費内訳書に基づき、電

気通信工事 一式とする。 

１０１ 

Ｐ１１ １．親局設備機器（３）操作卓 
既設アナログ設備との並行運用を行いなが
らデジタル無線設備への更新を行うため、本
装置から新旧両設備（デジタル・アナログ）
の子局設備を一回の操作で同時に制御・放送
できるものとする。とありますが、緊急一括、
一括、グループ等も一回の操作で行うことを
意図されているのでしょうか？ 

１度の操作でデジタル、アナログ双方に放送

（緊急、一括、グループ、個別）を可能にす

ること。 

１０２ 
Ｐ２８（３３）「工事検査室」検査の対象工
事とありますが、本工事はその対象でしょう
か？ 

本工事は工事検査室の検査対象とする。 

１０３ 

Ｐ５ １．システムの概要 
「本仕様書は、製造メーカーによりシステム
構成が異なるため、同様の仕様が達成されて
いればよいものとする」とありますが、メー
カ標準仕様と言う解釈ではなく、使用に明記
されている各装置の機能については必須の
仕様であるということでしょうか？ 

仕様書と同等程度の機能を満たすこと。 

１０４ 

 

今回の発注画面に関し、画面目次には画面名
があるものの、発注図に図面がないもの、ま
た局名は記載されているが画面目次にも記
載がなく画面自体がないものがあります。不
足の設計画面の開示をお願いします。また受
注社には、コンサルにて設計された全画面デ
ータはいただけるということで宜しいでし
ょうか？それとも受注業者が個別に設置の
ための設計をする必要がありますでしょう
か？ 

原則、図面データは必要に応じて提供しま

す。 

１０５ 

 

空中線柱（Ｓ－１８ＸＭ当品）及び建物局へ
新設する鋼管ボールの仕上げについて、塗装
は無く溶融亜鉛メッキ仕上げのみと考えて
よろしいでしょうか。塗装が必要な場合は、
設計変更対象と考えてよろしいでしょうか。 

よろしい。 

塗装については、協議の上、決定するものと

する。 

１０６ 

特記仕様書Ｐ４ 第２章７．電波伝搬の確認 
「乙は、整備に関し十分に調査検討を行うこ
と。必要に応じ電波伝搬の確認を行い」と記
載がありますが、実勢設計業務では電波伝搬
測定は実施されており、その結果の基づく海
鮮設計は実施されていると考えてよろしい
でしょうか。又その資料を基に受注業者が確
認を行うと考えてよろしいでしょうか。 

電波伝搬測定、回線設計は実施しており、受

注業者には開示します。 

１０７ 

設計画面に記載のある建物局屋外へ新設す
るアンテナ・スピーカ用のポールマスト（壁
面取付）について、ポール径の採用している
施工方法の強度検討は実施済みと考えてよ
ろしいでしょうか。仮に実施していない場合
は、計算結果によりボール径等が変更となっ
た場合は設計変更対象と考えてよろしいで
しょうか。 

実施済みです。 



１０８ 

鋼管柱・ポールマスト設置で使用する建設機
械（クレーン等）について、工事設計書には
記載が見当たりませんでした。施工時には必
要となりますので直接経費での計上が必要
と思われます。設計書の明細項目に含まれて
いるようでしたら、建設機械の数量・規格の
ご教授をお願いします。含まれていない場合
は、設計変更対象と考えてよろしいでしょう
か。 

建設機械等については、予定価格に含んでお

ります。必要となるものについては、費用を

含んだ上で応札してください。 

１０９ 

特記仕様書Ｐ２７ 第６章１．（２３）設計
変更及び内容変更について 
「設計変更及び内容変更の必要が生じた時
は、発注者の指示に従い、設計図書に基づい
て変更するものとする。」と記載があります
が、本工事の施工を行う上で設計図書と比べ
大幅な変更が生じた場合は、設計変更の対象
と考えてよろしいでしょうか。 

協議の上、決定するものとする。 

１１０ 

技術者の専任について 
 
契約日からの専任ではなく、国土交通省の監
理技術者制度運用マニュアルに基づき、現場
施工に着手してからの専任でよろしいでし
ょうか。 

よろしい。 

１１１ 

Ｐ１４ 
（３）操作卓 
ク監視制御部 
（イ） 無線機の制御 
設置する無線機毎に以下の制御を行えるこ
と 
ａ６０ＭＨｚ帯デジタル送受信装置 
 
左記項目について、Ｐ５第３章 号再行政無
線通信施設の機能の文章内に「操作卓１卓で
デジタル・アナログ区別なく操作を管理でき
ること」の記載があるため、６０ＭＨｚ帯ア
ナログ送受信装置も対象という解釈でよろ
しいでしょうか。 

よろしい。 

１１２ 

Ｐ１４ 
（３）操作卓 
ク監視制御部 
（ウ）無線機の監視 
設置する無線機毎に以下の監視がリアルタ
イムに行えること 
ａ６０ＭＨｚ帯デジタル送受信装置 
 
左記項目について、Ｐ５第３章 防災行政無
線通信施設の機能の文章内に「操作卓１卓で
デジタル・アナログ区別なく操作を管理でき
ること」の記載があるため、６０ＭＨｚ帯ア
ナログ送受信装置も対象という解釈でよろ
しいでしょうか。 

よろしい。 

１１３ 

Ｐ１５ 
（３）操作卓 
ケ情報自動配信装置 
（ア） テキスト入力操作 
ａテキスト文を入力し、希望する情報伝送媒
体（音声放送、生活安全メール、エリアメー
ル、緊急速報メール、ホームページ、ツイッ
ター、及び電話応答装置）を選択した後に起
動することで、自動的に情報提供を行うこと
ができるものとする 
 
１ 左記項目の情報伝送媒体全てに文字情

生活安全メールは本仕様から除外する。現在

運用しているのは、エリアメールのみとなり

ます。 



報を配信するという認識でよろしいでしょ
うか。 
２ 配信が必要な場合、生活安全メールとホ
ームページについて構築している既設業者
をご教授いただけますでしょうか。 

１１４ 

Ｐ１６ 
（３）操作卓 
ケ情報自動配信装置 
（エ）生活安全メール配信 
メール配信サービスの登録者に～ 
現在運用中のメール配信サービスと連携を
行い、配信を行うものとする 
ａ住民等が自ら登録できることとし、受信す
る情報種別を選択できること 
ｂ登録の削除は、本人及び管理者も可能とす
ること 
ｃＪ－ＡＬＥＲＴ設備との連動により～ 
即時音声書き換えについても対応するもの
とする 
 
生活安全メールの機能について 
既に運用中であることから、既に実装されて
いるものという解釈でよろしいでしょうか。 
また、住民様がせんたくできる情報種別につ
いて何種類ございますでしょうか。 

生活安全メールは本仕様から除外する。現在

運用しているのは、エリアメールのみとなり

ます。 

１１５ 

Ｐ１５ 
（３）操作卓 
ケ情報自動配信装置 
全般 
 
① 連携にかかり、既設設備の改修が必要な

場合、改修費は本事業費に含みますでし
ょうか 

② 既設業者との連携にかかり、協議が発生
する場合、貴市・既設業者・受注業者の
３者で実施すべきと考えますがよろしい
でしょうか。 

① 本工事に含むものとします。 

② よろしい。 

１１６ 

Ｐ１５ 
（３）操作卓 
ケ自動プログラム送出装置 
（イ） プログラム編集 
ａ 新規作成 
（Ｃ）音源選択 
録音編集済メッセージを指定 
組み合わせは３０程度 
 
音源選択について、２０個程度でも他自治体
様で問題なく運用頂いております。２０個程
度での承認をお願いいたします。 

よろしい。 

１１７ 

Ｐ１５ 
（３）操作卓 
ケ 自動プログラム送出装置 
（イ） プログラム編集 
ｂ 表示形式 
（Ｃ）プログラム表示 
１プログラム毎の表示を行うものとし、放送
予定日時、分秒、放送先、放送メッセージ内
容を表示すること。 
 
プログラム表示について、分単位での表示で
問題ございませんでしょうか。 

よろしい。 



１１８ 

 

Ｐ５第３章１システムの概要 
 
デジタル波の整備が完了するまでアナログ
波の平行運用が必要であるが、操作卓１卓で
デジタル・アナログの区別なく操作を管理で
きること。 
 
既設メーカに有利な使用になっていると考
えられます。既設アナログ設備に対しては、
緊急一斉、一斉による音声通報のみでお認め
頂けないでしょうか。 

現在の運用（緊急一括、一括放送、グループ

放送、個別放送）を可能とすること。 

１１９ 

Ｐ５第３章１システムの概要 
 
親局設備には、監視制御機能を付加し屋外拡
声子局設備の監視、及び福信連絡通話機能を
有すること。 
 
複信連絡通話は特定メーカの仕様と考えら
れます。当社のシステムはＡＲＩＢＴ１１５
に準拠し、ブレストーク通信により親局設備
⇔拡声子局の通話が可能です。ブレストーク
通信をお認めいただけないでしょうか。 
※複信連絡通話はＡＲＩＢＴ１１５に準拠
しておりません。 

よろしい。 

１２０ 

Ｐ５第３章２親局設備 
６０ＭＨｚ無線送受信装置（７） 
 
本装置単独で緊急一括、一括、グループ選択
の音声通報、サイレンパターン選択によるサ
イレン通報、および屋外子局との複信連絡通
話ができること。 
 
複信連絡通話は特定メーカの仕様と考えら
れます。当社のシステムはＡＲＩＢＴ１１５
に準拠し、ブレストーク通信により親局設備
⇔拡声子局の通話が可能です。ブレストーク
通信をお認めいただけないでしょうか。 
※複信連絡通話はＡＲＩＢＴ１１５に準拠
しておりません。 

よろしい。 

１２１ 

Ｐ５第３章２親局設備 
６０ＭＨｚ無線送受信装置（８） 
 
パソコンなどの保守用機器を接続すること
なく、本装置に装備された液晶タッチパネル
にて各種設定、保守操作および受信電界、Ｂ
ＥＲ（ビットエラーレート）の表示を行える
こと。 
 
親局無線装置にタッチパネル搭載は特定メ
ーカの仕様と考えられます。 
本機能を利用するのは、保守時のみであるた
め保守ＰＣを接続することでも十分機能を
満足すると考えられます。 
保守ＰＣ接続にて同等機能を実現すること
でお認めいただけないでしょうか。 

よろしい。 

１２２ 

Ｐ６第３章３連絡通話機能（１） 
 
また、扱者不在時は自動的に１００件程度の
不在着信の履歴表示を行い、同時に留守番録
音をすること。 
 
留守番録音機能は特定メーカの仕様と考え
られます。不在着信の記録のみでお認めいた
だけないでしょうか。 

よろしい。 



１２３ 

Ｐ６第３章３連絡通話機能（２）ア 
 
親局設備（操作卓・高機能型遠隔制御装置）
と屋外制御装置間の複信通話 
 
複信連絡通話は特定メーカの仕様と考えら
れます。当社のシステムはＡＲＩＢＴ１１５
に準拠し、ブレストーク通信により親局設備
⇔拡声子局の通話が可能です。ブレストーク
通信をお認めいただけないでしょうか。 
※複信連絡通話はＡＲＩＢＴ１１５に準拠
しておりません。 
 

よろしい。 

１２４ 

Ｐ６第３章３連絡通話機能（４） 
 
遠隔制御装置などを併設している局などで、
万一有線回線が切断された時の緊急非常時
は屋外拡声子局からの連絡通話機能を利用
して親局設備へ放送内容を録音し、予め指定
したグループ等へ折り返し通報ができるこ
と。 
 
拡声子局の連絡通話機能からの折り返し通
報は特定メーカの仕様と考えられます。 
代替えとして地区遠隔制御装置であれば、拡
声子局や固定電話などの固定した場所のみ
ならず携帯電話からも通報録音を行うこと
が可能です。 
本機能の代替えとして地区遠隔制御装置を
納入することでお認め頂けないでしょうか。 

よろしい。 

１２５ 

Ｐ６第３章４戸別受信機（モニター用）（３） 
 
有事の際、本機を持ち出して避難することが
可能であり、有線が切れた場合は無線での受
信に切り替わり、予め設定した周波数に対し
て自動的に受信切替する機能を有すること。 
 
有線が切れた場合に無線受信に切り替わる
とのことですが、特定メーカの仕様と考えら
れます。 
仕様書を見る限り、システムとしては無線受
信のみのシステムと考えられますが、有線接
続が必要となるのでしょうか？ 

将来的に大東市内全域に設置する戸別受信

機を見据えて記述しており、弱電界エリアに

はダイポールアンテナとの有線接続が必要

であるため、仕様書のとおりとする。 

１２６ 

Ｐ６第３章４戸別受信機（モニター用）（９） 
 
再生のはじめに放送日時の音声ガイダンス
があること。 
 
放送日時ガイダンス機能は特定メーカの仕
様と考えられます。 
本仕様はご容赦頂けないでしょうか。 

仕様書のとおりとする。 

１２７ 

Ｐ７第３章４戸別受信機（モニター用）（１
２） 
 
周辺の空間を照らす照明用ＬＥＤを具備し、
手動ＯＮ／ＯＦＦに加え、停電時は一定時間
照明用ＬＥＤを自動的に点灯し、緊急通報受
信時には照明用ＬＥＤが自動点滅すること。 
 
照明用ＬＥＤを具備することは、特定メーカ
の仕様と考えられます。 
本仕様はご容赦頂けないでしょうか。 

よろしい。 



１２８ 

Ｐ７第３章５高機能型遠隔制御装置 
 
（１） 本装置により操作卓の設置場所以外

から通報できること。 
（２） １０インチ以上の堅牢タブレット型

端末等にて全ての操作が可能なこ
と。 

（３） 操作卓と同一の機能・操作画面を有
し、操作方法についても同様のもの
とすること。 

（４） 停電時に内蔵バッテリーにより通報
を中断することなく使用できるこ
と。 

 
特定メーカの仕様と考えられます。 
当社タブレット型遠隔制御装置は、通報関連
については操作卓と同等の機能を有します
が、操作画面が操作卓と同一ではありませ
ん。 
同等の通報機能を有していれば、操作卓と同
一の画面でなくても認めていただけないで
しょうか。 

よろしい。 

１２９ 

Ｐ８第３章６屋外拡声子局（９） 
 
アンサーバック実装の屋外子局は、聖女項目
として、リセットを標準で装備し、外部に対
し５項目の制御ができること。 
 
特定メーカの仕様と考えられます。 
本機能はメーカ保守員が保守時に必要とな
る機能と考えられますが、当社では装置の状
況が不明な状況でリセットを行うことはリ
スクがあると考えており、装置にリセットが
必要となる状況では、保守員により状況確認
を行って実施することで考えています。 
このため、制御項目としてリセットを具備せ
ずとも保守員によるリセットで対応するこ
とでお認めい頂けないでしょうか。 

よろしい。 

１３０ 

Ｐ１１第５章１（２）６０ＭＨｚ無線送受信
装置（デジタル）ア（イ） 
 
電源電圧ＤＣ－４８Ｖ±１０％ 
 
当社の親局無線装置はＡＣ１００Ｖ駆動を
標準としています。 
親局無線装置本体にバッテリを内蔵してい
るため、商用電源が切れた場合も継続運用が
可能です。親局無線装置の電源はＡＣ１００
Ｖ駆動でお認め頂けないでしょうか。 

よろしい。 

１３１ 

Ｐ１１第５章１（３）操作卓ア 
 
既設アナログ設備との並行運用を行いなが
らデジタル無線設備への更新を行うため、本
装置から新旧両設備（デジタル・アナログ）
の子局設備を１回の操作で同時に制御・放送
できるものとする。 
 
既設メーカに有利な仕様となっていると考
えられます。 
既設アナログ設備に対しては、緊急一斉、一
斉による音声通報のみでお認め頂けないで
しょうか。 

現在の運用（緊急一括、一括放送、グループ

放送、個別放送）を可能とすること。 



１３２ 

Ｐ２２第５章２（１）高機能型遠隔制御装置
ア～ケ 
 
高機能型遠隔制御装置仕様全般 
 
特定メーカの仕様と考えられます。 
当社タブレット型遠隔制御装置は、通報関連
については操作卓と同等の機能を有します
が、操作画面が操作卓と同一ではありませ
ん。 
同等の通報機能を有していれば、操作卓と同
一の画面でなくても認めて頂けないでしょ
うか。 

よろしい。 

１３３ 

Ｐ３第２章３環境条件（２） 
 
屋外に設置する設備は、耐風速３２ｍ／ｓｅ
ｃに耐える構造とし、地上に設置する子局の
柱については、ＪＩＬ１００３：２００９に
基づいた強度検討を行うこと。 
 
アンテナがつく柱については、通信鉄塔とし
て強度検討を行う必要場あると思われます
が、ＪＩＬ１００３：２００９（照明用ポー
ル強度計算基準）での強度検討でよろしいで
しょうか？ 

よろしい。 

１３４ 

Ｐ４第２章６設計図書等の優先順位（４） 
 
標準仕様書 
 
標準仕様書の開示をお願いいたします。 

公共建築工事標準仕様書等となります。 

１３５ 

第２章―６ 
設計図書等の優先順位 
（１） 質問回答書 
（２） 本仕様書 
（３） 図面 
（４） 標準仕様書 
 
標準仕様書とは何を指しますでしょうか。 
公開されている資料になりますでしょうか。 

公共建築工事標準仕様書等となります。 

１３６ 

第３章―２ 
（８）パソコンなどの保守用機器を接続する
ことなく、本装置に装備された液晶タッチパ
ネルにて各種設定保守操作および受信電界、
ＢＥＲ（ビットエラーレート）の表示を行え
ること。 
 
受注者負担により保守用パソコンを納入い
たします。 
パソコンを接続して本仕様を実現すること
でご承諾をお願いします。 

よろしい。 

１３７ 

第３章―４ 
（３）有事の際、本機を持ち出して避難する
ことが可能であり、有線が切れた場合は無線
での受信に切り替わり、予め設定した周波数
に対して自動的に受信切替する機能を有す
ること。 
 
左記有線接続の対象機器を教えて下さい。 

戸別受信機です。 



１３８ 

第３章―５ 
高機能型遠隔制御装置（大東四條畷消防本部
内設置） 
（６）本装置から音声合成用のテキストを入
力・登録できるものとし、本装置で入力・登
録したテキストは既設の操作卓からでも放
送できるものとする。 
 
本装置と新設操作卓で音声合成ソフトを共
有して利用することができれば良いとの解
釈でよろしいでしょうか。 

よろしい。 

１３９ 

第４章―１ 
親局設備機器構成 
自動通信記録装置 
印刷用プリンタは既設流用 
 
既設プリンタのメーカー名、型番、導入年度
をお知らせ下さい。また、受注者負担により
プリンタ更新はお認めいただけますか。 

メーカー名：EPSON  型番：LP-S3200  

導入年度：平成２６年度  

受注者負担によるプリンタの更新は可能と

する。 

１４０ 

第５章―１－ケ 
情報自動配信装置 
（エ）生活安全メール配信 
メール配信サービスの登録者に、市からの情
報を配信するものであること。 
現在運用中のメール配信サービスと連携を
行い、配信を行うものとする。 
 
既設ネールサービスとは御市ホームページ
記載の「おおさか防災ネット・防災情報メー
ル」を指しますでしょうか。 

生活安全メールは本仕様から除外する。現在

運用しているのは、エリアメールのみとなり

ます。 

１４１ 

第５章―１－コ 
自動通信記録装置 
エ Ｊ－ＡＬＥＲＴ接続設備（既設流用） 
（ア） 概要 
全国瞬時警報システム（Ｊ－ＡＬＥＲＴ）か
らの信号を受けた場合は、本システムは直ち
に自動放送を行うものとし、接続に必要なイ
ンターフェースを具備するものとする。既設
Ｊ－ＡＬＥＲＴ専用小型受信機と連動し、自
動放送及び情報配信を行うものとする。 
 
「Ｊ－ＡＬＥＲＴ接続設備（既設流用）」の
構成は、Ｊ－ＡＬＥＲＴ専用小型受信機は既
設を使用し、同報無線自動起動機他は更新対
象との解釈でよろしいでしょうか。 

よろしい。 

１４２ 

第５章―３ 
屋外拡声子局整備機器構成 
（７）外部接続箱 
ア 電源電圧 ＤＣ１３．８Ｖ±１０％ 
イ 消費電流 ０．４Ａ以下（扉開時、ＳＰ
拡声時） ８０ｍＡ以下（扉閉時） 
ウ 使用温度条件 －１０℃～５０℃ 
エ 使用湿度条件 ３５℃にて９０％以下
（但し結露なきこと） 
 
電源電圧、消費電力が指定されています。 
第３章に記載される機能が実現することで
よろしいでしょうか。 

よろしい。 



１４３ 

大東市事後審査型制限付一般競争入札実施
要領 
３ 入札に参加する者に必要な資格 
・予定価格が３，０００万円以上の場合、過
去１０年間に国または地方公共団体の元請
として、本実施要領に示す工種の工事を予定
価格の３０％以上で施工実績があること。 
・ＡＲＩＢ（技術基準適合証明）ＳＴＤ－Ｔ
１１５の無線機の整備を行ったことがある
こと。 
 
工種は、電気通信工事の予定価格（税抜）の
３０％以上の施工実績でよろしいでしょう
か。 
ＡＲＩＢ（技術基準適合証明）ＳＴＤ－Ｔ１
１５は、近年採用された標準規格であり、上
位設備の都道府県の防災通信システム更新
に伴う多重無線機の整備実績でよろしいで
しょうか。 

大東市事後審査型制限付一般競争入札実施

要領のとおりとする。 

１４４ 

防災行政無線（同報系）デジタル化改修工事 
発注仕様書 
第３章 防災行政無線通信施設の機能 
１．システムの概要 
 
なお、本仕様書は、製造メーカーによりシス
テム構成が異なるため、同等の仕様が達成さ
れていれば良いものとする。 
 
仕様書全般において既設業者及び特定メー
カ―が優位となる仕様とお見受けします。弊
社使用に置き換える形でのご提案とし、落札
後にご協議を頂ける認識で宜しいでしょう
か。 

仕様書のとおりとする。 

   

 

 


